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デジタル版公開へのコメント 

• 表記の揺れや同義語問題(井上さやか報告へ) 

– サンフランシスコ(58件)/桑港(410件)/San 
Francisco(95件)：本文のみ 

– 1923年9月 ×/大正12年9月 ○ 

• データ整備コストと長期保存(井上潤報告へ) 

– 小出いずみ(2014) 

「デジタル・データの長期保存には、マイグレーションへ
の対応をはじめとする技術的な問題があり、デジタル・
キュレーションが必要となる」(288頁) 

– 公益財団法人であることは、長期保存上はメリットだ
が、無償コンテンツではコスト負担ができない 

 

 

 



デジタル版公開へのコメント 

• テキストの二次利用について 

– 以下の条件を満たす非営利（非商業）目的での利用は、
無申請・無償で利用可 
• 著作権法に定められた自由な利用の範囲内 

• 大学等学術機関内における研究利用（授業での発表、学会での
パワーポイント及びレジュメ・予稿集等の一時的な配布物への掲
載（刊行報告書を除く）、受講生等の限定的アクセスに限ったweb
コンテンツ掲載） 

• 上記の利用にあたり、第三者への再頒布を行わないこと/引用元
を明記すること 

– 販売する刊行物への掲載・放映・web配信等、無償利用の
条件を満たさない利用の場合には、申請が必要 

 ※実質的な管理は困難? 

 

 

 
◎デジタルアーカイブ構築作業で直面した経験の共有化 



テキストデータ化に伴って 

• 前後史料との接続  

–様々な史料群とのハブ(山口報告) 



『伝記資料』の内容 

書簡・電報 

日記 

事業報告・日誌等書

類 

団体会報・月報等 

社史・団体史・要覧等 

新聞・雑誌(官報も含

む) 

書籍(原

資料刊行

物も含

む) 

談話筆記・回

答・追悼文 

碑文・実物資料等 

19.6% 

3.4% 

13.2% 

二次資料 

44.4% 

原資料に 
  近いもの 

54.2% 

8.2% 

小出いずみ(2014)294頁より作成 



テキストデータ化に伴って 

• 前後史料との接続  

–様々な史料群とのハブ(山口報告) 

– (山口報告へ)テキストデータ化はどのような分析
可能性を生むか? 

 



▼益田孝　件数

編 部 章 巻 件数 編 部 章 巻 件数

第1編（天保11年～明治6年） 第1章 幼少年時代 第3編（明治42年～昭和6年） 30 2

第2章 青年志士時代

第1章 亡命及ビ一橋家仕官時代 第2章 労資協調及ビ融和事業

32 4

33 2

第3章 静岡藩仕官時代 34 0

35 3

3 3 36 6

第2編（明治6年～明治42年） 4 7 37 0

5 2 38 9

6 2 39 4

7 6 40 3

8 12 41 2

9 17 42 1

10 22 43 1

11 18

12 12

13 11 45 1

14 17

第4章 鉱業 47 4

第5章 農・牧・林・水産業

第6章 対外事業 16 21 第7章 行政

17 41 第8章 軍事関係諸事業

18 28 第9章 其他ノ公共事業 49 10

19 45 50 4

20 10

21 8

22 2

第8章 政府諸会 53 10

第9章 一般財政経済問題

第1章 社会事業 24 9 第4章 鉱業

第2章 国際親善 25 20 第5章 農・牧・林・水産業

第3章 道徳・宗教

55 3

第7章 経済団体及ビ民間諸会

第5章 学術及ビ其他ノ文化事業 第8章 政府諸会

第9章 財政経済問題

補遺・追補
第7章 軍事関係事業 第3部 身辺 57 17

第8章 其他ノ公共事業

第3部 身辺 29 19

56 22

51 2

第2章 交通・通信

52 8

第3章 商工業

54 16

第6章 対外事業

44 7

第5章 教育

46 2

第6章 学術及ビ其他ノ文化事業

48 7

第1部 社会公共事業

第1章 社会事業

31 10

第3章 国際親善

在郷及ビ仕官時代

実業界指導並ニ社会公共事
業尽力時代

社会公共事業尽瘁並ニ実業
界後援時代

第4章 道徳・宗教

第2部 実業・経済

第1章 金融

21

32

1

2

23

31

16

第2部 社会公共事業

26

第4章 教育

27

第6章 政治・自治行政

28

第1部 実業･経済

第1章 金融

第2章 交通

第3章 商工業

15

第7章 経済団体及ビ民間諸会

23

第1部 在郷時代

1

第2部 亡命及ビ仕官

時代

第2章 幕府仕官時代

2

第4章 民部大蔵両省仕官時代



テキストデータ化に伴って 
• 前後史料との接続  

–様々な史料群とのハブ(山口報告) 

– (山口報告へ)テキストデータ化はどのような分析
可能性を生むか? 

• テキストデータを活用した研究成果のデータ
ベース 

–利用可能性の追求 

• 伝記に収録されなった記録のデータベース 

– 『伝記資料』の拡張 

 

 
◎利用の活性化⇔データ整備の向上 



参考文献 

• 平井雄一郎・高田知和編(2014)『記憶と記録の中の渋沢栄一』法
政大学出版局 

• 小出いずみ(2006)「『渋沢栄一伝記資料』の全文データベース化 
新規に着手」『青淵』No.686 

• 小出いずみ(2010)「『渋沢栄一伝記資料』をくまなく探したい」『青
淵』 

• 小出いずみ(2014)「『渋沢栄一伝記資料』を紙から解き放つ」(平
井・高田編『記憶と記録の中の渋沢栄一』法政大学出版局 

• 茂原暢(2007)「テキストの海をわたる―『渋沢栄一伝記資料』の未
来」『青淵』No.701 

• 山田仁美(2012) 「『渋沢栄一伝記資料』事業一覧をウェブサイトで
公開―事業や会社名から記事を探すために」『青淵』No.755 

• 山田仁美「渋沢栄一詳細年譜をウェブサイトで公開―幻の編年体
『渋沢栄一伝記資料』再現」『青淵』No.770 

 

 


